おおさかＱネット「食の安全・安心」に関するアンケート　分析結果概要

■実施期間　令和元年10月８日（火）～10月９日（水）
■サンプル数　国勢調査結果（平成27年）に基づく性・年代・居住地（４地域）の割合で割り付けた18歳以上の大阪府民1,000サンプル
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大阪市域　　：大阪市
北部大阪地域：豊中市、池田市、吹田市、高槻市、茨木市、箕面市、摂津市、島本町、豊能町、能勢町
東部大阪地域：守口市、枚方市、八尾市、寝屋川市、大東市、柏原市、門真市、東大阪市、四條畷市、交野市
南部大阪地域：堺市、岸和田市、泉大津市、貝塚市、泉佐野市、富田林市、河内長野市、松原市、和泉市、羽曳野市、
高石市、藤井寺市、泉南市、大阪狭山市、阪南市、忠岡町、熊取町、田尻町、岬町、太子町、河南町、
千早赤阪村

１.　調査目的
　『大阪府食の安全安心推進計画』に関する指標に関して、毎年アンケートを実施（平成15年度～）することにより、食の安全・安心に関する府民意識の動向を把握し、施策立案の資料とする。
　あわせて、大阪府における細菌性食中毒の中で最も多く発生しているカンピロバクター食中毒について、府民の認知度や行動を調査し、今後の啓発施策を検討する資料とする。
２.　主な調査（検証）項目
（1）計画指標の確認
　　　・食の安全性に関する府民意識
（2）カンピロバクター食中毒に対する府民意識
　仮説１　料理をしない人の方が、料理をする人に比べて、食中毒について調べたことがなく、鶏肉の生食に抵抗がない。
　仮説２　料理をする人の中でも、食品衛生に関する行動の実践状況は、性別・年代により差がある。

３.　主な調査（検証）結果
（1）計画指標
　　現在流通している食品が「安全・安心だと思う」割合77.8％（昨年度69.5％）
（2）カンピロバクター食中毒に対する府民意識
　仮説１　料理をしない人の方が、料理をする人に比べて、食中毒に関して調べたことがない割合が高かった。また、鶏肉の生食への抵抗感については、料理をするかどうかによって、統計的な有意差はみられなかった。
　仮説２　調理前の手洗い・調理器具の使い分けの実施状況や食品の十分な加熱のこころがけについては、女性の方が、男性と比べて、実践している割合が高かった。
　　　　　調理前の手洗いについては、若年層の方が、他の年代と比べて、実践している割合が高く、調理器具の消毒については、若年層の方が、高齢層と比べて、実践している割合が高かった。


（注）
１.　「おおさかＱネット」の回答者は、民間調査会社に登録するインターネットモニターであり、回答者の構成は無作為抽出サンプルのように「府民全体の縮図」ではない。そのため、アンケート調査の「単純集計（参考）」は、無作為抽出による世論調査のように「調査時点での府民全体の状況」を示すものではなく、あくまで本アンケートの回答者の回答状況にとどまる。ただし、性別、年齢、地域に関しては、直近の国勢調査の大阪府の構成比に合わせている。
２.　割合を百分率で表示する場合は、小数点第２位を四捨五入した。四捨五入の結果、個々の比率の合計と全体を示す数値とが一致しないことがある。
３.　図表中の表記の語句は、短縮・簡略化している場合がある。
４.　図表中の上段の数値は人数（ｎ）、下段の数値は割合（％）を示す。
５.　図表下にカイ２乗検定の値（ｐ値）を記載しているものは、信頼度５％水準で統計上の有意差がみられたもの。
１．食の安全性に関する府民意識
　「大阪府食の安全安心推進計画」の計画指標に関連し、食の安全性に関する府民意識を調査した。

1-1　流通している食品の安全・安心に対する意識
　現在流通している食品の安全・安心に対する意識についての調査結果を記載した。

・現在流通している食品が安全・安心だと思うか、との質問に対し、「安全・安心だと思う」、「どちらかというと安全・安心だと思う」と回答した層を【安心層】、「安全・安心だと思わない」、「どちらかというと安全・安心だと思わない」と回答した層を【不安層】とする。

· 全体に占める【安心層】の割合は77.8％（前年度69.5％）であった。（図表1-1）

【図表1-1】
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1-2　（参考）食品の安全・安心に関して不安に思うもの
　【不安層】（n=168）に対して、食品に関して不安に思うものを質問した。

· 食品に関して不安に思うものは、「添加物を使うこと（66.7％）」が最も多く、次いで「農薬を過剰に使うこと（60.1％）」、「原産地や賞味期限等の偽装表示（57.7％）」であった。（図表1-2）

【図表1-2】
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1-3　（参考）行政、事業者に対して期待すること
　食の安全・安心について、行政に期待することや事業者が力を入れるべき点に関する調査結果を記載した。

· 行政に期待することは、「食品検査体制の強化（検査機器の整備等）（57.0％）」、「事業者（農家、製造工場、販売業者等）への指導（46.4％）」、「重大な健康被害情報（集団食中毒等）のすみやかな発信（39.1％）」の順に多かった。（図表1-3-1）
· 事業者が力を入れていくべき点は、「消費者に対する積極的な情報提供（57.9％）」、「外部機関によるチェックの導入（51.5％）」、「わかりやすい表示（42.2％）」の順に多かった。（図表1-3-2）

[image: ]【図表1-3-1】
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【図表1-3-2】
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２．カンピロバクター食中毒について（料理の習慣の有無と食中毒に関する意識）
カンピロバクター食中毒に対する府民の意識のち、料理をするかどうかによって、食中毒に関する意識に違いがあるかなどを調査した。

2-1　料理の習慣の有無と食中毒に関して調べた経験の有無との関係性
　料理をするかどうかによって、食中毒に関して調べた経験の有無に違いがあるかを検証した。

・日常的に料理をするか、という質問に対して、「日常的に料理をする」、「たまに料理をする」、「ほとんど料理をしない」と回答した人を【料理する】、「まったく料理をしない」と回答した人を【料理しない】と定義した。

· 【料理しない】の方が、【料理する】と比べて、食中毒に関して調べたことがない割合が高かった。（図表2-1）

【図表2-1】
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2-2　（参考）食中毒に関して調べたきっかけ
　食中毒に関して調べたことがあると回答した人（n=446）に対して、食中毒に関して調べたきっかけを質問した。

· 食中毒に関して調べたきっかけは、「自分又は家族・友人が食中毒になった（35.2％）」、「子育てをするようになった（26.7％）」、「仕事で必要になった（18.2％）」の順に多かった。（図表2-2）

【図表2-2】
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2-3　料理の習慣の有無と鶏肉の生食への抵抗感との関係性
[bookmark: _GoBack]　料理をするかどうかによって、カンピロバクター食中毒の原因となり得る、鶏肉を生で食べることへの抵抗感に違いがあるかを検証した。

・鶏肉を生で食べることに抵抗はあるか、という質問に対して、「家庭でも外食でも、鶏肉の生食に抵抗はない」、「家庭では鶏肉の生食に抵抗があるが、外食では抵抗はない」、「家庭では鶏肉の生食に抵抗はないが、外食では抵抗がある」と回答した人を【抵抗なし】、「家庭でも外食でも、鶏肉の生食に抵抗がある」と回答した人を【抵抗あり】と定義した。

· 料理の習慣の有無によって、鶏肉の生食への抵抗感に、統計的な有意差はみられなかった。（図表2-3）

【図表2-3】
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2-4　（参考）日常的な料理の習慣の有無と鶏肉の生食への抵抗感との関係性
　日常的に料理をするかどうかによって、鶏肉を生で食べることへの抵抗感に違いがあるかを検証した。

・日常的に料理をするか、という質問に対して、「日常的に料理をする」と回答した人を【日常的に料理する】、「たまに料理をする」、「ほとんど料理をしない」、「まったく料理をしない」と回答した人を【日常的には料理しない】と定義した。

· 【日常的には料理しない】の方が、【日常的に料理する】と比べて、【抵抗なし】の割合が高かった。（図表2-4）

【図表2-4】
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2-5　（参考）鶏肉の生食への抵抗がない理由
　【抵抗なし】（n=358）に対して、鶏肉を生で食べることに抵抗がない理由を質問した。

· 鶏肉を生で食べることに抵抗がない理由は、「飲食店のメニューにあったから（53.6％）」、「子供のころから食べていたから（28.5％）」、「テレビやインターネットで見たから（16.5％）」の順に多かった。（図表2-5）

【図表2-5】
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３．カンピロバクター食中毒について（食品衛生に関する行動の実践状況）
カンピロバクター食中毒に対する府民の意識のち、性別・年代によって、食品衛生に関する行動の実践状況に違いがあるかなどを調査した。なお、以降の調査結果では、料理をまったくしないと回答した【料理しない】（n=116）を除いている。

3-1　調理前の手洗いの実施状況について
　調理前の手洗いの実施状況についての調査結果を記載した。

3-1-1　性別・年代と調理前の手洗いの実施状況との関係性
　性別・年代によって、調理前の手洗いの実施状況に違いがあるかを検証した。

・調理前の石鹸等を使った手洗いを行っているか、という質問に対して、「常に実践している」、「ほとんど実践している（実践しないときもある）」と回答した人を【実践している】、「あまり実践していない」、「まったく実践していない」と回答した人を【実践していない】と定義した。
・30代以下を「若年層」、40代及び50代を「中間層」、60代以上を「高齢層」と定義した。

· 女性の方が、男性と比べて、【実践している】の割合が高かった。
· 若年層の方が、中間層や高齢層と比べて、【実践している】の割合が高かった。（図表3-1-1）

【図表3-1-1】
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3-1-2　（参考）調理前の手洗いを学んだ状況
　【実践している】（n=657）に対して、調理前の手洗いを学んだ状況を質問した。

· 調理前の手洗いを学んだ状況は、「家庭で食事の用意を手伝っているとき（50.1％）」、「食事の用意以外の日常生活の中で（46.6％）」が多く、「学校での調理実習のとき（17.5％）」、「テレビやインターネット、SNS等（17.5％）」と続いた。（図表3-1-2）

【図表3-1-2】
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3-2　調理器具の消毒の実施状況について
　調理器具の消毒の実施状況についての調査結果を記載した。

3-2-1　性別・年代と調理器具の消毒の実施状況との関係性
　性別・年代によって、調理器具の消毒の実施状況に違いがあるかを検証した。

・アルコールまたは熱湯等を使用して調理器具の消毒を行っているか、という質問に対して、「常に実践している」、「ほとんど実践している（実践しないときもある）」と回答した人を【実践している】、「あまり実践していない」、「まったく実践していない」と回答した人を【実践していない】と定義した。

· 性別では、【実践している】の割合に統計的な有意差はみられなかった。
· 若年層の方が、高齢層と比べて、【実践している】の割合が高かった。（図表3-2-1）

【図表3-2-1】
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3-2-2　（参考）調理器具の消毒を学んだ状況
　【実践している】（n=215）に対して、調理器具の消毒を学んだ状況を質問した。

· 調理器具の消毒を学んだ状況は、「家庭で食事の用意を手伝っているとき（50.2％）」、「食事の用意以外の日常生活の中で（39.5％）」、「テレビやインターネット、SNS等（25.1％）」の順に多かった。（図表3-2-2）

【図表3-2-2】
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3-3　調理器具の使い分けの実施状況について
　調理器具の使い分けの実施状況についての調査結果を記載した。

3-3-1　性別・年代と調理器具の使い分けの実施状況との関係性
　性別・年代によって、調理器具の使い分けの実施状況に違いがあるかを検証した。

・「調理器具の使い分け」を「生肉に触れた器具で、加熱しないで食べる他の食材（野菜や豆腐等）を調理しないこと」とし、「調理器具の使い分け」を「常に実践している」、「ほとんど実践している（実践しないときもある）」と回答した人を【実践している】、「あまり実践していない」、「まったく実践していない」と回答した人を【実践していない】と定義した。

· 女性の方が、男性と比べて、【実践している】の割合が高かった。
· 年代では、【実践している】の割合に統計的な有意差はみられなかった。（図表3-3-1）

【図表3-3-1】
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3-3-2　（参考）調理器具の使い分けを学んだ状況
　【実践している】（n=553）に対して、調理器具の使い分けを学んだ状況を質問した。

· 調理器具の使い分けを学んだ状況は、「家庭で食事の用意を手伝っているとき（46.5％）」、「食事の用意以外の日常生活の中で（32.9％）」、「テレビやインターネット、SNS等（28.6％）」の順に多かった。（図表3-3-2）

[image: ]【図表3-3-2】
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3-4　食品の十分な加熱のこころがけについて
　食品の十分な加熱のこころがけについての調査結果を記載した。

3-4-1　性別・年代と食品の十分な加熱のこころがけとの関係性
　性別・年代によって、食品の十分な加熱のこころがけに違いがあるかを検証した。

・食品を十分に加熱するように気をつけているか、という質問に対して、「常に気をつけている」、「ほとんど気をつけている（火の通り具合を確認し忘れることもある）」と回答した人を【気をつけている】、「あまり気をつけていない（多少のことは気にしない）」、「まったく気をつけていない」と回答した人を【気をつけていない】と定義した。

· 女性の方が、男性と比べて、【気をつけている】の割合が高かった。
· 年代では、【気をつけている】の割合に統計的な有意差はみられなかった。（図表3-4-1）

【図表3-4-1】
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3-4-2　（参考）食品の十分な加熱の必要性を学んだ状況
　【気をつけている】（n=813）に対して、食品の十分な加熱の必要性を学んだ状況を質問した。

· 食品の十分な加熱の必要性を学んだ状況は、「家庭で食事の用意を手伝っているとき（47.6％）」、「食事の用意以外の日常生活の中で（31.4％）」、「テレビやインターネット、SNS等（31.1％）」の順に多かった。（図表3-4-2）

【図表3-4-2】
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 12 / 19

image3.png
0%

20%

40%

60%

80%

100%

[.75.4

BRE-BLEERS
WESSNVNIERE BIDEERS
EEBPENSERE - RDEEBDAL
RE-BLZERNBL
DL





image4.emf
MA

n %

全体 168 100.0

原産地や賞味期限等の偽装表示 97 57.7

鳥インフルエンザ等の家畜の病気 31 18.5

添加物を使うこと 112 66.7

農薬を過剰に使うこと 101 60.1

食品の不衛生な取り扱い（食中毒菌による汚染や製造工程での異物混入等） 63 37.5

輸入食品の安全性（原材料に輸入品を使う場合を含む） 96 57.1

その他： 2 1.2

わからない 11 6.5

Q2.■前問で「{Q1 回答(文)}」を選択された方にお伺いします■あなたが、食品に関して不安に思うものは

何ですか。以下の選択肢の中からあてはまるものをすべてお選びください。（いくつでも）
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重大な健康被害情報（集団食中毒等）のすみやかな発信 391 39.1

食品の自主回収情報の発信 260 26.0

その他： 10 1.0

特に期待するものはない 162 16.2

Q3.■食の安全・安心への取組みについてお伺いします■あなたは、食の安全・安心について、行政に対して

期待することはありますか。以下の選択肢の中からあてはまるものをすべてお選びください。（いくつでも）
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Q4.あなたは、食の安全・安心のために事業者は、法令を守ることの他に、特にどのような点に力をいれていく

べきだと考えますか。以下の選択肢の中からあてはまるものをすべてお選びください。（いくつでも）
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Q19.あなたは、食中毒に関して調べたことがありますか。以下の選択肢の中からあてはまるものを1つお選びください。
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100.0 44.6 55.4

【料理する】 884 424 460

100.0 48.0 52.0

【料理しない】 116 22 94p値＝0.00000

100.0 19.0 81.0

料理
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MA

n %

全体 446 100.0

自分又は家族・友人が食中毒になった 157 35.2

子育てをするようになった 119 26.7

介護をするようになった 32 7.2

自炊をするようになった 77 17.3

仕事で必要になった 81 18.2

その他： 45 10.1

わからない／覚えていない 62 13.9

Q20.■前問で「ある」と答えた方にお伺いします■あなたが、食品衛生や食中毒に関して調べたきっかけはな

んですか。以下の選択肢の中からあてはまるものをすべてお選びください。（いくつでも）
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鶏肉を生で食べることに抵抗はあるか。
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100.0 10.9 20.5 4.4 64.2 35.8 64.2

【料理する】 884 88 195 41 560 324 560

100.0 10.0 22.1 4.6 63.3 36.7 63.3

【料理しない】 116 21 10 3 82 34 82

100.0 18.1 8.6 2.6 70.7 29.3 70.7

料理
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鶏肉を生で食べることに抵抗はあるか。
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全体 1000 109 205 44 642 358 642

100.0 10.9 20.5 4.4 64.2 35.8 64.2

【日常的に料理する】 511 38 91 14 368 143 368

100.0 7.4 17.8 2.7 72.0 28.0 72.0

【日常的には料理しない】 489 71 114 30 274 215 274p値=0.00000

100.0 14.5 23.3 6.1 56.0 44.0 56.0

料理


image17.emf
(ｎ)

(%)

(1000)

【日常的に料理する】 (511)

【日常的には料理しない】 (489)

全体

料理

家庭でも外食でも、鶏

肉の生食に抵抗はない

10.9

7.4

14.5

家庭では鶏肉の生食に抵抗が

あるが、外食では抵抗はない

20.5

17.8

23.3

家庭では鶏肉の生食に抵抗は

ないが、外食では抵抗がある

4.4

2.7

6.1

家庭でも外食でも、鶏肉

の生食に抵抗がある

64.2

72.0

56.0


image18.emf
MA

n %

全体 358 100.0

子供のころから食べていたから 102 28.5

テレビやインターネットで見たから 59 16.5

飲食店のメニューにあったから 192 53.6

友人等が食べていたから 40 11.2

家庭や学校で「食べてはいけない」と言われたことがないから 32 8.9

その他： 15 4.2

Q23.■前問で「{Q22 回答(文)}」と答えた方にお伺いします■生で食べることに抵抗がないのはどうしてで

すか。以下の選択肢の中からあてはまるものをすべてお選びください。（いくつでも）
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Q11.あなたは、料理をするとき、調理前の石鹸等を使った手洗いを行っていますか。
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100.0 45.6 28.7 22.2 3.5 74.3 25.7

男性 375 145 115 100 15 260 115

100.0 38.7 30.7 26.7 4.0 69.3 30.7

女性 509 258 139 96 16 397 112p値=0.00357

100.0 50.7 27.3 18.9 3.1 78.0 22.0

若年層 267 152 68 39 8 220 47

100.0 56.9 25.5 14.6 3.0 82.4 17.6

中間層 279 126 81 61 11 207 72若年層との差p値=0.02029

100.0 45.2 29.0 21.9 3.9 74.2 25.8

高齢層 338 125 105 96 12 230 108若年層との差p値=0.00006

100.0 37.0 31.1 28.4 3.6 68.0 32.0

性別

年代

全体
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高齢層 (338)
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性別

年代

常に実践している

45.6

38.7
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56.9
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37.0
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ほとんど実践している

28.7

30.7

27.3

25.5

29.0

31.1

33.1

あまり実践していない

22.2

26.7

18.9

14.6

21.9

28.4
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まったく実践していない
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MA

n %

全体 657 100.0

家庭で食事の用意を手伝っているとき 329 50.1

食事の用意以外の日常生活の中で 306 46.6

保健だよりや給食だより 94 14.3

学校での調理実習のとき 115 17.5

「家庭科」や「総合」の座学の授業 82 12.5

料理教室 35 5.3

外食のとき 54 8.2

テレビやインターネット、SNS等 115 17.5

その他： 30 4.6

わからない／覚えていない 112 17.0

Q12.■前問で「{Q11 回答(文)}」と答えた方にお伺いします■あなたは、調理前の石鹸等を使った手洗い

について、どこで学びましたか。以下の選択肢の中からあてはまるものをすべてお選びください。（いくつでも）
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Q13.あなたは、料理をするとき、アルコール又は熱湯等を使用して、調理器具の消毒を行っていますか。
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100.0 6.8 17.5 49.2 26.5 24.3 75.7

男性 375 27 66 176 106 93 282

100.0 7.2 17.6 46.9 28.3 24.8 75.2

女性 509 33 89 259 128 122 387

100.0 6.5 17.5 50.9 25.1 24.0 76.0

若年層 267 25 51 121 70 76 191

100.0 9.4 19.1 45.3 26.2 28.5 71.5

中間層 279 22 47 135 75 69 210

100.0 7.9 16.8 48.4 26.9 24.7 75.3

高齢層 338 13 57 179 89 70 268若年層との差p値=0.02687

100.0 3.8 16.9 53.0 26.3 20.7 79.3

全体

性別

年代
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高齢層 (338)
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性別
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常に実践している
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3.8
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ほとんど実践している

17.5
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19.1

16.8
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21.8

あまり実践していない
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MA

n %

全体 215 100.0

家庭で食事の用意を手伝っているとき 108 50.2

食事の用意以外の日常生活の中で 85 39.5

保健だよりや給食だより 28 13.0

学校での調理実習のとき 31 14.4

「家庭科」や「総合」の座学の授業 21 9.8

料理教室 22 10.2

外食のとき 16 7.4

テレビやインターネット、SNS等 54 25.1

その他： 15 7.0

わからない／覚えていない 22 10.2

Q14.■前問で「{Q13 回答(文)}」と答えた方にお伺いします■あなたは、調理器具の消毒について、どこで

学びましたか。以下の選択肢の中からあてはまるものをすべてお選びください。（いくつでも）
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884 277 276 241 90 553 331

100.0 31.3 31.2 27.3 10.2 62.6 37.4

男性 375 88 119 125 43 207 168

100.0 23.5 31.7 33.3 11.5 55.2 44.8

女性 509 189 157 116 47 346 163p値=0.00010

100.0 37.1 30.8 22.8 9.2 68.0 32.0

若年層 267 93 84 63 27 177 90

100.0 34.8 31.5 23.6 10.1 66.3 33.7

中間層 279 88 77 82 32 165 114

100.0 31.5 27.6 29.4 11.5 59.1 40.9

高齢層 338 96 115 96 31 211 127

100.0 28.4 34.0 28.4 9.2 62.4 37.6

全体

性別

年代

Q15.あなたは、料理をするとき、まな板や箸等の調理器具の使い分けを行っていますか。 調理器具の使い分けとは、生肉に触れた器具で、加熱しな

いで食べる他の食材（野菜や豆腐等）を調理しないことを言います。
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あまり実践していない
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22.8

23.6
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MA

n %

全体 553 100.0

家庭で食事の用意を手伝っているとき 257 46.5

食事の用意以外の日常生活の中で 182 32.9

保健だよりや給食だより 56 10.1

学校での調理実習のとき 78 14.1

「家庭科」や「総合」の座学の授業 67 12.1

料理教室 36 6.5

外食のとき 29 5.2

テレビやインターネット、SNS等 158 28.6

その他： 22 4.0

わからない／覚えていない 81 14.6

Q16.■前問で「{Q15 回答(文)}」と答えた方にお伺いします■あなたは、調理器具の使い分けについて、ど

こで学びましたか。以下の選択肢の中からあてはまるものをすべてお選びください。（いくつでも）
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Q17.あなたは、食品を加熱する際、十分加熱するよう気をつけていますか。
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884 550 263 60 11 813 71

100.0 62.2 29.8 6.8 1.2 92.0 8.0

男性 375 180 145 44 6 325 50

100.0 48.0 38.7 11.7 1.6 86.7 13.3

女性 509 370 118 16 5 488 21p値=0.00000

100.0 72.7 23.2 3.1 1.0 95.9 4.1

若年層 267 177 71 15 4 248 19

100.0 66.3 26.6 5.6 1.5 92.9 7.1

中間層 279 167 90 16 6 257 22

100.0 59.9 32.3 5.7 2.2 92.1 7.9

高齢層 338 206 102 29 1 308 30

100.0 60.9 30.2 8.6 0.3 91.1 8.9
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性別
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MA

n %

全体 813 100.0

家庭で食事の用意を手伝っているとき 387 47.6

食事の用意以外の日常生活の中で 255 31.4

保健だよりや給食だより 88 10.8

学校での調理実習のとき 130 16.0

「家庭科」や「総合」の座学の授業 99 12.2

料理教室 48 5.9

外食のとき 37 4.6

テレビやインターネット、SNS等 253 31.1

その他： 26 3.2

わからない／覚えていない 133 16.4

Q18.■前問で「{Q17 回答(文)}」と答えた方にお伺いします■あなたは、食品の加熱の必要性について、

どこで学びましたか。以下の選択肢の中からあてはまるものをすべてお選びください。（いくつでも）
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100.0 30.9 19.8 22.5 26.9

20代以下 148 49 29 32 38

100.0 33.1 19.6 21.6 25.7

30代 149 51 31 30 37

100.0 34.2 20.8 20.1 24.8

40代 185 56 38 42 49

100.0 30.3 20.5 22.7 26.5

50代 137 42 27 31 37

100.0 30.7 19.7 22.6 27.0

60代以上 381 112 74 90 105

100.0 29.4 19.4 23.6 27.6
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Q1.あなたは、現在流通している食品が安全・安心だと思いますか。以下の選択肢の中からあてはまるものを1つお選びください。

SA

n %

全体 1000 100.0

安全・安心だと思う 102 10.2

どちらかというと安全・安心だと思う 676 67.6

どちらかというと安全・安心だと思わない 121 12.1

安全・安心だと思わない 47 4.7

わからない 54 5.4

【安心層】 778 77.8

【不安層】 168 16.8


